
 
 

    平成２５年度事業報告     

本部事業 

Ⅰ 社会啓発・研修事業  

  「すべての県民(国民)が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重

し合いながら共生する社会を実現する。」(障害者基本法)ための社会啓発・研修事業 

１ 社会啓発事業 

  ○県全体および各支部それぞれの地域の行政と連携して、様々な障害に対する認識や障害者に対す

る理解の促進と定着を図る事業 
(1) 権利擁護事業 

虐待防止法等を含め障害者の権利擁護を啓発してきた。 
(2) 会報・リーフレット等による情報発信 

機関紙「手をつなぐ」、本人への新聞「ステージ」や「会報」87 号 88 号 89 号を発行して情報

提供を行った。 
（3）ホームページの公開 
   ホームページの情報提供手段としての多様な情報のアップができていなかった。 

   本年度は、多様な情報のホームページを作成していきたい。 

２ 研修・調査事業 

  ○障害のある人や擁護者の願い・意見及び諸制度・活動組織の現状等の調査と、その結果に基づく

効果的な啓発資料作成や研修活動を行う事業 
○県民及び各支部における障害のある人並びに家族のステップアップを図る事業 

（１）研修（各種大会） 
中国・四国大会・県大会、全国大会(別府市)参加、障害者参加推進事業知的障害者部会(3 部会) 

１ 事業名   第２回手をつなぐ育成会中国・四国大会 第２回手をつなぐ育成会「すまいる大会」 

併催：第３９回広島県知的障害者福祉大会   第１２回はつらつ大会（本人大会） 

広島大会（福山会場） 

２ 日 時   平成２５年１０月１２日（土）・１３日（日）   

３ 場 所   (一般大会）第１日目 

分科会；福山ニューキャッスルホテル 

第２日目 

             全体会；ふくやま芸術文化ホール リーデンローズ 大ホール    

       （本人大会）第１日目 

分科会；第１～３分科会会場（広島県民文化センターふくやま） 

          第４分科会場(紙ヒコーキ)（備後地域地場産業振興センター）

          第５分科会場（鞆の浦クルージング） 

              第２日目 

全体会；ふくやま芸術文化ホール リーデンローズ 小ホール  

 

４ 参加者    参加総数約 1，２５０人（内本人５５０名） 

 



 
 

 
 

    

    

    

   

    

 
事 業 名 平成 25 年度広島県障害者社会参加推進事業知的障害者部会 

 
事業区分(研修会） 

・障害者総合支援法・障害者虐待防止法の新法について講師を中心に理解

を深めていく。 

 
場   所 主な会議場所；育成会総合福祉センター{(活動部会；9月 2日(呉ぽかぽか）} 

  

参 加 者 各部会の委員及び講師(延べ人数；約 150 人） 

事業内容 

および 

開催日 

日数・ 
 

延べ２４日(組織部会；11 回、財政部会；11 回、活動部会；3回） 

   

 

○組織部会では、平成２５年４月 1 日の法人移行（社団法人⇒一般社団法人）に伴

い、本年度は規定等整備小委員会と組織整備小委員会とに分かれて、細則規定 

等の整備や組織整備・系統化に向けて審議を重ねた。 

 

(※4/17,8/21,9/18,9/25.10/25,11/6,12/3,12/18,1/20,1/30,2/12,) 

 

 

 

○活動部会では、サポートファイル研修会やあび隊の活動を通して、保護者・相談

員・行政担当者の方々へ、「知的障害・発達障害」の理解を深めてもらうことがで

きた。 

 

(※5/20,9/2 呉ぽかぽか,2/12) 

 

 

〇財政部会では、一般社団法人への移行したことに伴い、財政的なバックボーンを

強固にする必要から事業の仕分けや就労支援センターの在り方を提言することがで

きた。 

(※補正予算や・来年度予算時期には税理士さんにきていただき、アドバイスを受け

た。） 

 

(※4/17,5/28,6/20,7/9,8/28,9/25,10/23,12/17,１/28,2/18,3/18,) 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

      



 
 

（２） その他講演会・ゼミ 
  「第 2 回きらっと光る人生を考える研究大会」を平成 25 年 12 月 14 日（土）広島市青少年 

     センターで行った。「自分の住みたいところで、きらっと光る人生を送る」というテーマで、 

障害者福祉の在り方について提案するとともに、社会啓発を図った。中国・四国大会があっ

たことや二回目ということで参加者は約 250 名であった。 
 

Ⅱ 社会参加事業  

知的障害のある人の社会参加を支援する事業 

１ 社会参加推進事業 

  ○知的障害のある人が自立した生活を送る力を培うため、仲間とともに様々な研修や体験をする機

会と場を提供し、その支援をする事業 
（１）本人活動支援 

本人同士の諸活動（本人交流会、本人相談会、代表者会）の支援を行ってきている。 
（２）文化活動（※H26 年度、県の予算が削除される） 

本人達の文化・芸術・余暇活動の支援。絵画等教室、作品展をできるだけ継続して行った。 
（３）スポーツ大会の開催 

県各種スポーツ大会を開催し、全国障害者スポーツ大会に選手派遣を行った。 
 

月 日･曜 主な活動内容(関係行事) 

４ 

21(日) ①はつらつ友の会・すまいる大会実行委員会(13:00～)場所:育成会総合福祉センター 

29（日） 

 (祝) 
県水泳競技大会 

５ 

12(日) 県障害者陸上大会(9:20～16:00)東広島陸上競技場 

19(日) 県育成会理事会・総会(10:30～16:00)(本人代表理事出席) 

 ※中部地区球技大会｛11(土)｝、※西部地区球技大会｛１９(日)｝

６ 

9(日) ②はつらつ友の会・すまいる大会実行委員会(13:00～)場所:育成会総合福祉センター 

23(日) 県フライングディスク大会(東広島陸上競技場) 

 ※東部地区球技大会[2(日)]

７ 

7(日) ③はつらつ友の会・すまいる大会実行委員会(13:00～)場所:育成会総合福祉センター 

  

  

８ 

4(日) ④はつらつ友の会・すまいる大会実行委員会(13:00～)場所:育成会総合福祉センター 

  

 

９ 

８(日) ⑤はつらつ友の会・すまいる大会実行委員会(13:00～)場所:育成会総合福祉センター 

22(日) 育成会まつり(三篠小学校) 

 ※東部地区スポーツ大会｛15(日)｝フライング安芸高田大会｛２２（日）｝ 
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6(日) ⑥はつらつ友の会・すまいる大会実行委員会(13:00～)場所:育成会総合福祉センター 

12(土) 広島県はつらつ大会(すまいる大会)場所;県民文化センター福山(分科会) 

～13(日)                 場所;リーデンローズ(小ホール) 

10(木) 
全国障害者スポーツ大会(東京) 

～15(火) 

27(日) 県卓球大会 
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3(日) ⑦はつらつ友の会・すまいる大会実行委員会(13:00～)場所:育成会総合福祉センター 

9(土)～･

10(日) 
全日本育成会全国大会(大分県別府市・ビーコンプラザ) 

30(土) 県グランドゴルフ大会 

12 
7(土) ２０１３ボーリンピック in 東広島（賀茂ボウル） 

  

１ 
26（日） H25 年度本人相談会 イン尾道 

  

２ 
  

  

３ 

15（土） 県育成会理事会・総会(10:30～15:00) 

 ①はつらつ友の会・すまいる大会実行委員会(13:00～)場所:育成会総合福祉センター 

  

 

 

２ 地域生活支援事業 

○自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、知的障害のある人や保護者に相談支援

等を行うとともに障害の有無に関係なく安心して暮らすことのできる地域社会の実現を目指す事

業 
(1) 地域活性化支援事業 

支部親の会の会長会を総会の後に開催し、各種の課題協議を通して活性化を図るとともに地域

支部や入所施設等の巡回を通して地域の実情把握や連携を深めた。 
(2) 子育て支援（あび隊、コミュニケーションボード、障害認識プログラム） 

本人の育児・育成の管理記録帳（サポートファイル）の普及・定着・利活用に係る研修会を開

催し、そのための講師派遣を行った。 
 
(3)各種相談事業 

利用者・擁護者等へ各種相談を実施し助言するとともに、知的障害者相談のレベルアップを図

った。（※本年度は、相談員研修会は予算が削除されたので、難しい。） 
 

平成 25 年 11 月 28 日（木） みよしまちづくりセンター（三次会場） 

平成 26 年 1 月 23 日（木） 広島県育成会総合福祉センター（広島会場） 

三次会場・・・・16 名（うち行政関係者 3 名） 

広島会場・・・・23 名 (うち行政関係者 4 名)  

 
  講師は広島県手をつなぐ育成会 副島宏克会長と、ひろしまあび隊にお願いした。 
副島会長には「親の願い～働く･暮らす・そして高齢化に向けて」というテーマで講演をしていただいた。 
ひろしまあび隊(４人）の皆様には、「知的障害・発達障害」について次のような活動を通して、具体的

にわかりやすく理解させていただいた。 
１ 寸劇（あび王国）へ参加したり・観劇をしたりすること。 
２ 抽象語（小さい・きちんと）を絵で表現すること。 
３ 冊子「障害を知り、共に生きる」の関連したところを読み合うこと。 



 
 

 

Ⅳ 広島県障害者福祉事業所協議会（旧広島県小規模事業所連絡協議会）  

育成会運動の原点である日中の居場所づくりに対する親たちの強い想いと深い理念 
  に改めて立ち返り、障害のある人もない人も安心して暮らせる地域づくりの一翼を担 
  う魅力ある事業所をめざす。 
   このための施設運営及び利用者支援のための情報提供と個々の施設・事業所に対し 

  て経営管理・諸施策に関するコンサルティング支援を行っている。 

内容 

(1)共に暮らす共生地域づくりの運動の推進 

(2)施設運営(地域福祉経営力)及び利用者支援(支援力)の強化研修会や交流会の開催 

(3)個々の施設・事業所に対する経営課題の把握と諸施策等に関する情報提供と提言 

(4)組織強化、拡大のための活動 

 

 

 


